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。

　

特
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気
候
変
動
に
伴
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よ
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特
に
、
近
年
、
気
候
変
動
に
伴
う
集
中
豪
雨
の
増
加
に
よ
っ

て
、
日
本
各
地
で
激
甚
な
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
毎
年
、

て
、
日
本
各
地
で
激
甚
な
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
毎
年
、

人
的
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害
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発
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す
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。
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か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
積

乱
雲
の
集
合
体
を
皆
さ
ん
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
7
月
に
九
州
を
襲
っ

た
豪
雨
で
は
、「
線
状
降
水
帯
」

と
い
う
言
葉
が
話
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
線
状
降
水
帯
」
と
は
、
前

線
や
低
気
圧
に
向
か
っ
て

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、

大
気
の
状
態
が
不
安
定
に

な
っ
て
、
狭
い
範
囲
に
発
達

し
た
積
乱
雲
が
帯
状
に
連
な

る
気
象
現
象
で
す
。

　

発
生
す
る
と
短
時
間
で
急

激
な
大
雨
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
土
砂
災
害
や
洪
水
が

発
生
す
る
危
険
度
が
一
気
に

高
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
気
象
庁
は
、
大

雨
を
も
た
ら
す
「
線
状
降
水

帯
」
が
発
生
し
た
場
合
に
新

た
な
情
報
を
出
し
、
警
戒
や

安
全
確
保
を
呼
び
か
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

集
中
豪
雨
を
も
た
ら
す

「
線
状
降
水
帯
」と
は
？

気
象
情
報
の
把
握

　

災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ

る
か
を
判
断
す
る
目
安
と
し

て
は
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

注
意
報
お
よ
び
警
報
が
一
つ

の
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

随
時
放
送
さ
れ
る
気
象
情
報

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
か

ら
伝
え
ら
れ
る
防
災
情
報
に

つ
い
て
も
注
意
深
く
聞
き
ま

し
ょ
う
。

※
Ｙヤ

フ

ー

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

備えるアプリ
　　Yahoo! 防災速報

　松浦市では、様々な防災情報をスマートフォンや
タブレットなどでお知らせします。ぜひ、ご活用下さい。

▲ｉＰｈｏｎｅ ▲ Aｎｄｒｏｉｄ

大雨災害発生の危険度
が急激に高まっている
「線状降水帯」の雨域

※「雨雲の動き」（高解像度
　降水ナウキャスト）の例
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災
害
へ
の
備
え

　

大
雨
や
地
震
な
ど
に
よ
る
被

害
は
人
の
力
で
は
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
普
段
か
ら
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
備
え
る
】

　

災
害
時
は
、
電
気
や
ガ
ス
、

水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
止
ま
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

普
段
か
ら
飲
料
水
や
非
常
食

な
ど
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
し
た
際
に
必
要

と
な
る
も
の
を
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

に
詰
め
て
お
き
、
い
つ
で
も
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

非常用持出品の準備・確認をしよう

　　　　　　　　　　\\
      　　　　　　　　　　　　　　※必要物品の調整とともに重量の調整も必要です。備蓄量も家庭によって異なります。

非常用持出品

〇非常食、飲料水
〇生活用品（衣類など）
〇懐中電灯
〇ヘルメット
〇貴重品
〇救急医療品、常備薬
〇携帯ラジオ、予備電池など

感染拡大防止のための持出品

〇マスク・消毒液・体温計は、できるだけ各自で持ってきてください。　　 
  避難所では体調確認のため検温等にご協力いただくことがあります。
〇衛生用品がない場合には、代用品を準備してください。
  マスク➡タオルやハンカチなど（鼻と口を覆えるもの）
  消毒液➡ウエットティッシュなど

警戒
レベル 新たな避難情報等

5
災害発生
又は切迫 緊急安全確保※1

～～《警戒レベル4までに必ず避難！》～～

4 災害のおそれが高い 避難指示※2

3 災害のおそれあり 高齢者等避難※3

2 気象状況悪化 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

1
今後気象状況悪化
のおそれ

早期注意情報
（気象庁）

※１　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令されるものではありません。
※ 2　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※3　警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり避難の準備をし
　　　たり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5警戒レベル5は、すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。

警戒レベル5緊急安全確保の
発令を待ってはいけません！ 4避難勧告は廃止されました。これからは、

警戒レベル4避難指示で
危険な場所から全員避難

しましょう。 3避難に時間のかかる高齢者や障害のある人は、
警戒レベル3高齢者等避難で
危険な場所から避難
しましょう。

避
難
情
報
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
を
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
避
難
指
示

（
緊
急
）
と
避
難
勧
告
を
一
本
化
す
る
な
ど
の
災
害
対
策
基
本
法

が
5
月
20
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
早
期
の
避
難
を
促
す
対
象
者
を
明
確
に
す
る
た
め
、
警
戒　

　

レ
ベ
ル
３
の
名
称
が「
高
齢
者
等
避
難
」に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

②
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
に
す
る
た
め
、
警
戒
レ
ベ
ル
４

　

の
「
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
（
緊
急
）」
が
「
避
難
指
示
」
に

　

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
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自助・共助・公助
　災害発生時には、自助・共助・公助の連携により人的・物的被害を軽減することができます。

自助
 自分自身や家族・財
産を守るための活動

公助
 消防、警察、行政、 
公益企業が実施する
救助・援助活動

共助
 地域や近隣の人が互
いに協力し合う活動

自分の安全は自分で守るとい
うことが防災対策の基本となります。
　 ・水や食料、生活必需品の備蓄
　・避難所、避難路の確認　・家具の転倒防止対策
・防災訓練への自主的な参加など

　　　　地域の人同士が交流し、
　 互いに助け合い、支援を行う活動
　 が必要です。
　・地域の人とのコミュニケーションが　
　　重要です。
　・自分の安全を確保した後、近隣の人　　
　　と情報を共有します。
　・自主防災組織の活動
　・災害時要援護者等の避難支援など

　　　公的機関、生活の基盤となる
  サービスを行う公益機関と災害支援を
行います。
・災害（避難）情報の伝達（防災行政無線・  
  速報メール）を行います。
・救援物資の依頼、提供を行います。
・公設避難所の開設運営
・自主防災組織の機能強化など

地域
の防
災力

地域
の防
災力

　

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日

頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
一

緒
に
な
っ
て
防
災
活
動
に
取

り
組
む
た
め
の
組
織
を
「
自

主
防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。

　

大
震
災
や
豪
雨
に
よ
る
大

規
模
災
害
時
に
は
、
建
物
の

倒
壊
や
火
災
・
橋
き
ょ
う
り
ょ
う梁

等
の
損

壊
が
同
時
に
多
発
し
ま
す
。　

　

こ
の
他
に
も
、
電
話
の
不
通

や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の

使
用
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
時
に
は
、
公
的
機
関
が
行

う
活
動
（
公
助
）
が
迅
速
に

対
応
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
個
人
の
力
で
災
害

に
備
え
る（
自
助
）と
と
も
に
、

地
域
で
の
助
け
合
い
（
共
助
）

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
で
の
活

動
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。　

　

災
害
発
生
直
後
、
一
定
の
間

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自

分
た
ち
の
地
域
と
自
ら
の
命

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ

と
が
必
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織
を
作
ろ
う

　

そ
の
た
め
に
は
、
出
火
の

防
止
、
初
期
消
火
、
災
害
情

報
の
共
有
、
避
難
誘
導
、
救

出
救
護
、
応
急
手
当
等
の
自

主
的
防
災
活
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に

お
い
て
は
自
主
防
災
組
織
の

組
織
率
が
県
内
で
も
低
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
組
織
率

の
向
上
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自主防災組織数（令和3年 4月 1日時点）

松浦市
（世帯数10,086)

長崎県全域
（世帯数630,731)

県北地域
（世帯数150,822)

46（37.0％）

3,153（74.8％）

692（77.7％）

※％は、自主防災組織に加入する世帯の割合
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災害時の新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い
 新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、災害時には、危険な場所にいる人は避難することが原則です。

・安全な場所にいる場合は、避難所へ行く必要はありません。
・避難先は公民館や学校だけではありません。避難所の過密状態を防ぐため、安全な場所に住んでいる親戚　
　や友人の家への避難も検討してください。
・水や食料、体温計、マスク、消毒液など、必要なものはできるだけ携行しましょう。
・豪雨時に屋外の移動は車も含め危険です。やむをえず車中泊をする場合は、浸水しないよう周囲の状況
  などを十分確認してください。

・３密（密集・密閉・密接）を避け、避難所での衛生管理（手洗い・手指消毒・咳エチケット等）を徹底
   してください。
・発熱などの症状がある場合には、すぐに避難所の担当者へお伝えいただき、指示を受けてください。

知っておくべきポイント

避難所での注意点

　

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
志
佐
町
・
大
浜
東

地
区
の
区
長
、
白
波 

育や
す

司じ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

大
浜
東
地
区
で
は
、
平
成
24
年
3
月
に
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

始
め
た
頃
は
、
住
民
の
関
心
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
悩
ん
だ

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
空
き
時
間

を
活
用
し
て
呼
び
か
け
や
卓
上
訓
練
を
行
い
、
現
在
で
は
地
区

の
約
8
割
の
世
帯
が
組
織
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
浜
東
地
区
で
は
、
災
害
時
に
行
政
と
連
絡
を
行
う
総
務
班
、

住
民
を
支
援
す
る
避
難
誘
導
班
を
設
け
て
お
り
、
毎
年
11
月
に

は
地
区
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
活
動
費
用
や
後
継
者
の
問
題
か
ら
、
設
立
を
迷
っ

て
い
る
地
区
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

大
浜
東
地
区
で
は
、
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
各
世
帯
に

防
災
用
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
防
災
に
関
す
る
住
民
の
意
識

が
変
化
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

組
織
の
立
ち
上
げ
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
組
織
化
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に

関
心
を
持
ち
、「
備
え
る
」「
で

き
る
こ
と
を
す
る
」
こ
と
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
自
ら
の
命
、

家
族
の
命
、
地
域
の
人
た
ち
の

命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
が
な
い
地

区
に
お
い
て
は
、
結
成
に
向
け

ぜ
ひ
地
区
の
皆
さ
ん
で
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 

防
災
課
防
災
安
全
係　

☎
内
線
3
2
9

▲大浜東地区　現地での勉強会の様子

▲購入した防災用品


